
                              

  

東
広
島
市
の
ゴ
ミ
に 

つ
い
て
考
え
て
！ 

  

西
条
住
民
自
治
協
議
会
で
は
、

「
東
広
島
市
の
ゴ
ミ
を
考
え
る
市

民
の
会
」
と
協
働
し
て
環
境
先
進

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ゴ
ミ
処
理
の

実
現
に
向
け
て
、
発
信
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
の
一
般
廃
棄
物

処
理
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
東
広

島
市
は
一
人
当
た
り
の
ご
み
処
理

費
用
が
年
間
一
万
六
千
八
百
三
十

三
円
と
全
国
平
均
よ
り
二
千
四
百

三
十
三
円
も
多
く
、
広
島
県
内
二

十
三
市
町
の
内
で
一
番
高
い
の
で

す
。
東
広
島
市
民
は
全
体
で
四
億

五
千
万
円
も
全
国
平
均
よ
り
多
く

の
ゴ
ミ
処
理
費
用
を
負
担
し
て
い

ま
す
。
今
後
各
ご
家
庭
で
の
ゴ
ミ

減
量
に
つ
い
て
、
西
条
住
民
自
治

協
議
会
も
で
き
る
限
り
協
力
を
致

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、
逐
次
ご

連
絡
ご
依
頼
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
尚
み
な
さ
ん
が
よ

く
利
用
さ
れ
る
お
店
で
は
、
ビ
ン

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
そ
の
他
の

燃
え
る
ご
み
等
の
三
分
割
で
分
別

回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
契

約
し
た
運
搬
回
収
業
者
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
ゴ
ミ
と
、
燃
え
る

ゴ
ミ
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
燃
え

る
ゴ
ミ
で
処
分
場
に
搬
入
し
て
い

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
低
下
し
て

い
る
実
態
が
あ
る
そ
う
で
す
。
事

業
系
の
ゴ
ミ
の
分
別
に
十
分
な
努

力
が
見
え
な
い
所
も
あ
り
、
み
な

さ
ん
で
監
視
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

                  

 

酒
蔵
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆ 

と
ん
ど
開
催
の
お
知
ら
せ 

 
 第

二
十
回
酒
蔵
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

＆
と
ん
ど
が
次
の
日
時
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。 

○
日
時
・
場
所 

 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
三
日
（
土
） 

（
小
雨
小
雪
決
行
） 

九
時
十
分
～
三
十
分 

受
付 

（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
を 配

布
） 

九
時
三
十
分
～ 

開
会
式 

西
条
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て 

十
一
時
～ 

と
ん
ど
点
火
式 

西
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て 

○
参
加
要
領 

参
加
費
は
無
料
。 

設
け
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
ス
タ
ン

プ
を
も
ら
い
、
ゴ
ー
ル
の
西
条
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。

し
め
飾
り
（
柑
橘
類
、
金
属
は
取

り
除
い
て
）
書
初
め
等
と
ん
ど
と

一
緒
に
燃
や
す
も
の
が
あ
れ
ば
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

ゴ
ー
ル
の
小
学
校
で
は
ぜ
ん
ざ
い
、

甘
酒
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
す
。 

  

 

お
わ
ん
、
お
は
し
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

皆
様
お
そ
ろ
い
で
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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さささいいいじじじょょょううう 

東広島市の生活系と事業系ごみの組成（平成 25 年度環境省ごみ処理実態調査） 



西
条
酒
蔵
通
り 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
一
水
へ 

よ
う
こ
そ
！ 

 

介
護
の
必
要
な
人
と
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
等
の
誰
も
が
参

加
で
き
集
う
場
所
で
す
。
ど
な
た

で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

○
日
時 

毎
月
第
一
週
の
水
曜
日 

十
三
時
～
十
六
時 

○
場
所 

小
泉
サ
ロ
ン 

（
西
条
本
町
十
一
―
十
八 

中
国
新
聞
西
条
販
売
所
二
階
） 

               

 

二
〇
一
五
消
防
・
防
災
フ
ェ
ア 

 

十
一
月
八
日
（
日
）
小
雨
の
降

る
中
、
二
〇
一
五
消
防
・
防
災
フ

ェ
ア
が
東
広
島
市
消
防
局
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
西
条
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
も
児
童
十
名
、
保
護
者
三
名

が
元
気
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場

で
は
救
助
訓
練
の
実
施
状
況
を
見

学
し
た
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
―
で
有

意
義
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

      

 

西
条
小
学
校
創
立
五
十
六
周
年 

記
念
式
典
・
学
習
発
表
会 

 

十
一
月
一
日
（
日
）
に
西
条
小

学
校
創
立
五
十
六
周
年
記
念
式
典
、

な
ら
び
に
、
学
習
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

三
年
生
の
劇
「
高
台
誕
生
物
語
」

は
、
五
十
六
年
前
に
現
在
の
高
台

に
西
条
小
学
校
が
移
転
す
る
当
時

の
物
語
で
、
津
森
校
長
先
生
が
原

案
、
担
当
の
先
生
方
が
脚
本
を
書

い
た
創
作
劇
で
す
。
当
時
を
知
る

方
々
か
ら
は
「
懐
か
し
い
」「
小
学

校
の
歴
史
が
わ
か
り
面
白
か
っ

た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、
大
変
好

評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
十
月
の
酒
ま
つ
り
に
引
き

続
き
六
年
生
は
オ
ペ
ラ
「
白
壁
の

街
」
を
上
演
。
観
客
の
皆
様
か
ら

鳴
り
止
ま
な
い
暖
か
い
拍
手
を
頂

き
ま
し
た
。 

 

      

           

 

西
条
小
学
校
休
業
の
お
知
ら
せ 

 

西
条
っ
子
ま
も
り
隊
の
皆
様
や

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
地
域
児

童
の
登
下
校
を
見
守
る
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
西
条
小
学
校
の
冬
季
休

業
な
ら
び
に
学
年
末
・
学
年
始
休

業
の
日
程
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

○
冬
休
み 

十
二
月
二
十
四
日
（
木
）
か
ら 

一
月
六
日
（
水
） 

○
春
休
み 

三
月
二
十
六
日
（
土
）
か
ら 

四
月
五
日
（
火
） 

の
ん
太
と
一
緒
に 

「
戸
締
り
用
心
！ 

火
の
用
心
！
」
と
会
場

を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た 

コーヒー100 円 ジュース 100 円 クッキーもあります♪ 

みなさんで「ほっ」と一息できる場所･･･ 


